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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水槽からの水が流下する立て向きの給水主管と、該給水主管に立て方向へ所定の間隔で
接続され且つ給水用の弁が設けられた複数の給水管と、該複数の給水管のうち、所定の給
水管と該給水管の直上部若しくは直下部に配置された他の給水管との間に位置するよう前
記給水主管に設けられた減圧弁と、該減圧弁を挟んで対向配置されると共に、前記所定の
給水管と該給水管の前記直上部若しくは前記直下部に配置された他の給水管との間に位置
するよう、前記給水主管に設けられた衝撃吸収手段とを備えたことを特徴とする給水設備
。
【請求項２】
　前記減圧弁及び前記衝撃吸収手段の組合せを複数組とした請求項１に記載の給水設備。
【請求項３】
　前記水槽と前記給水主管の上端部とを横引き管により接続すると共に、前記給水主管の
頂部に吸排気弁を設けた請求項１又は２に記載の給水設備。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は給水設備に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
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超高層のような建物で給水を行う場合、給水系統を１系統とすると下層階においては給水
主管内の給水圧力が過大となる。このため、給水系統に設けられたフラッシュ弁等のバル
ブの急開時や急閉止時にウォータハンマが生じて騒音や振動が生じたり、水栓・器具等の
使用に支障を来たしたり、水栓や弁等の部品の摩耗が激しくなり寿命が短くなったりする
。このため、給水圧力が所定の値よりも高くなる場合には、例えば下層階に対しては減圧
弁等の設置によって給水圧力を調整する必要がある。
【０００３】
図５～図７に示す給水設備は給水系統が１系統で、減圧弁により給水圧力を押えるように
したゾーニングの例を示している。図５は主管減圧方式を示し、図中、ａは受水槽、ｂは
受水槽ａの上方に設置された高置水槽、ｃは受水槽ａの水を高置水槽ｂに揚水するための
揚水管、ｄは揚水管ｃに設けられた揚水ポンプ、ｅは高置水槽ｂの底面に接続された給水
主管、ｆは給水主管ｅの立て方向へ所定の間隔で、建物の階層に対応して接続された複数
の給水管、ｇは給水主管ｅの中途部所定位置に接続された減圧弁である。給水管ｆには、
図示してないが給水用のバルブとしてフラッシュ弁等のバルブが接続されている。
【０００４】
高置水槽ｂから給水を行う場合には、受水槽ａに受水されている水は、予め揚水ポンプｄ
により揚水管ｃを介し高置水槽ｂに貯留されている。
【０００５】
例えば、減圧弁ｇよりも上方の所定の給水管ｆに接続されたフラッシュ弁等のバルブを開
くと、水は当該バルブから流出して減圧弁ｇの位置よりも上層階において給水が行われる
。
【０００６】
減圧弁ｇよりも下方の所定の給水管ｆに接続されたフラッシュ弁等のバルブを開いた場合
も、水は当該バルブから流出して減圧弁ｇの位置よりも下層階において給水が開始される
。又、この場合、減圧弁ｇは二次側の水圧が設定圧力になるよう予めばね力を調整されて
いるため、減圧弁ｇよりも下方の所定の給水管ｆに接続されたフラッシュ弁等のバルブを
開き給水を開始すると、給水主管ｅ内の減圧弁ｇよりも上方の部分（一次側）の水は減圧
弁ｇにより所定の圧力に減圧されて減圧弁ｇ下方（二次側）の給水主管ｅ内に流下し、所
定の給水管ｆを経てフラッシュ弁等のバルブから給水が行われる。
【０００７】
図６は各階減圧方式を示し、図中、図５に示す物と同一の物には同一の符号が付してある
。而して、各階減圧方式では減圧弁ｇは給水主管ｅには設けず、所定階よりも下層階の各
給水管ｆに設けられている。
【０００８】
図６において、減圧弁ｇが設けられていない給水管ｆから給水を行う際の状態は、図５の
主管減圧方式の減圧弁ｇよりも上方の給水管ｆから給水を行う場合と同様である。
【０００９】
又、減圧弁ｇが設けられた給水管ｆに接続されたフラッシュ弁等のバルブを開いた場合は
、水は当該バルブから流出して給水が開始される。減圧弁ｇは二次側の水圧が設定圧力に
なるよう予めばね力を調整されているため、減圧弁ｇの設けられている所定の給水管ｆに
接続されたフラッシュ弁等のバルブを開き給水を開始すると、減圧弁ｇよりも上流（一次
側）の水は減圧弁ｇにより所定の圧力に減圧されて減圧弁ｇ下流（二次側）の給水管ｆに
流入し、フラッシュ弁等のバルブから給水が行われる。
【００１０】
図７はグループ高圧方式を示し、図中、図５、図６に示す物と同一の物には同一の符号が
付してある。而して、グループ高圧方式では、所定階よりも下層階の全ての給水管ｆに減
圧弁ｇを設けるのではなく、所定階よりも下層階においては複数の階層毎に１本の給水管
ｆを設け、給水管ｆを各階層に対応し分岐させて複数の給水管ｆ’（図示例では３本）を
設け、給水管ｆに減圧弁ｇを設けている。
【００１１】
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図７において、減圧弁ｇの設けられていない給水管ｆから給水を行う際の状態は、図６の
各階減圧方式の場合と同様である。
【００１２】
又、減圧弁ｇが設けられた給水管ｆに接続された給水管ｆ’のフラッシュ弁等のバルブを
開いた場合は、水は当該バルブから流出して給水が開始される。減圧弁ｇは二次側の水圧
が設定圧力になるよう予めばね力が調整されているため、減圧弁ｇが設けられている給水
管ｆでフラッシュ弁等のバルブを開き給水を開始すると、減圧弁ｇよりも上流（一次側）
の水は減圧弁ｇにより所定の圧力に減圧されて減圧弁ｇ下流（二次側）の給水管ｆ，ｆ’
に流入し、フラッシュ弁等のバルブから給水が行われる。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
図５に示すように給水主管ｅに減圧弁ｇを設けた給水設備の場合、減圧弁ｇよりも上流側
において給水主管ｅに接続された給水管ｆのフラッシュ弁等のバルブを急開しても、減圧
弁ｇよりも上部における給水主管ｅ内においては水柱分離現象は生じない。このため当該
バルブの急開により減圧弁ｇよりも上部における給水主管ｅ内においてはウォータハンマ
が発生する虞はない。
【００１４】
又、図６、図７に示すように給水管ｆに減圧弁ｇを設けた給水設備の場合は、フラッシュ
弁等のバルブを急開しても給水主管ｅ内においては水柱分離現象は生じず、従って、フラ
ッシュ弁等のバルブの急開により給水主管ｅ内においてはウォータハンマが発生する虞は
ない。
【００１５】
しかしながら、図５に示すように給水主管ｅに減圧弁ｇを設けた給水設備の場合、減圧弁
ｇの設けられている位置よりも下層階でフラッシュ弁等のバルブを急開することにより、
減圧弁ｇ下方（二次側）の水が急激に給水されると、減圧弁ｇの構造上の特性のため減圧
弁ｇが開いて一次側から二次側に水が流入するまでにタイムラグが発生する。
【００１６】
従って、減圧弁ｇの二次側（図５では減圧弁ｇの下側）においては給水主管ｅ内に水柱分
離現象が生じて空間ができ、この空間部は負圧となる。そのため、減圧弁ｇが開き水が減
圧弁ｇを通り供給されると、空間部上方の水が急激に空間部に落下し、その結果、水は給
水主管ｅに対し激しくぶつかりウォータハンマが発生する虞がある。
【００１７】
又、図６に示すように給水管ｆに減圧弁ｇを設けた給水設備の場合は、給水主管ｅ内にお
いてはウォータハンマは発生しないが、各減圧弁ｇからフラッシュ弁等のバルブまでの給
水管ｆの距離が長いと、減圧弁ｇの二次側で給水管ｆに水柱分離現象により真空の空間が
生じることがあり、しかも、減圧弁ｇが開いて一次側から二次側に流入するまでタイムラ
グが発生するため、フラッシュ弁等のバルブの急開により水が減圧弁ｇを通り供給される
と、給水主管ｅ内の水が前記空間に激しく流入して給水管ｆに対し激しくぶつかり、ウォ
ータハンマが発生する虞がある。
【００１８】
更に、図７に示すように給水管ｆに減圧弁ｇを設けた給水系統の場合も、給水主管ｅ内に
おいてはウォータハンマは発生しないが、各減圧弁ｇの二次側において、図６の場合と同
様、減圧弁ｇからフラッシュ弁等のバルブまでの給水管ｆ，ｆ’の距離が長いと、減圧弁
ｇの二次側で給水管ｆ，ｆ’に水柱分離現象が生じることがあり、その結果、フラッシュ
弁等のバルブの急開により水が減圧弁ｇを通り供給されると、給水主管ｅ内の水が前記空
間に激しく流入して給水管ｆに対し激しくぶつかり、ウォータハンマが発生する虞がある
。
【００１９】
又、図５～図７の給水設備においては、フラッシュ弁等のバルブを急閉止した場合には、
給水主管ｅ及び給水管ｆ内にウォータハンマが発生する虞がある。このフラッシュ弁等の
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バルブの急閉止時のウォータハンマは、市販のウォータハンマ防止装置を給水管ｆ或はｆ
’に設けたフラッシュ弁等のバルブの近傍に設けることで防止できるが減圧弁ｇを通過し
た圧力波（ウォータハンマ）は防止することができない。又、フラッシュ弁等のバルブの
近傍に設けたウォータハンマ防止装置では、フラッシュ弁等のバルブの急開時における減
圧弁ｇ二次側の水栓分離現象によるウォータハンマを防止することはできない。
【００２０】
本発明は、上述の実情に鑑み、フラッシュ弁等のバルブの急開時或は急閉止時の何れの場
合にもウォータハンマが発生しないようにした給水設備を提供することを目的としてなし
たものである。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の給水設備は、水槽からの水が流下する立て向きの給水主管と、該給水主管に
立て方向へ所定の間隔で接続され且つ給水用の弁が設けられた複数の給水管と、該複数の
給水管のうち、所定の給水管と該給水管の直上部若しくは直下部に配置された他の給水管
との間に位置するよう前記給水主管に設けられた減圧弁と、該減圧弁を挟んで対向配置さ
れると共に、前記所定の給水管と該給水管の前記直上部若しくは前記直下部に配置された
他の給水管との間に位置するよう、前記給水主管に設けられた衝撃吸収手段とを備えたも
のである。
【００２２】
　請求項２の給水設備は、前記減圧弁及び前記衝撃吸収手段の組合せを複数組としたもの
である。
【００２３】
　請求項３の給水設備は、前記水槽と前記給水主管の上端部とを横引き管により接続する
と共に、前記給水主管の頂部に吸排気弁を設けたものである。
【００２４】
本発明の給水設備においては、給水用の弁を開いての給水時に、減圧弁の二次側には衝撃
吸収手段に蓄圧されていた水が供給されるため、二次側において、給水主管内に水柱分離
現象が生じず、従って給水用の弁を急開した際にウォータハンマが発生することを防止す
ることができる。
【００２５】
又、給水用の弁を急閉止した場合は、減圧弁の前後に設けた衝撃吸収手段により水の衝撃
が吸収され、ウォータハンマが発生することを防止することができる。
【００２６】
更に、横引き管が長いため、給水時に給水用の弁を開いて給水を行った際に、給水主管の
上部に水柱分離現象が生じて真空の空間が形成された場合には、吸排気弁が開いて前記空
間部には大気が導入される。このため、横引き管に接続された水槽内の水が急激に前記空
間部に流入することはなく、従ってウォータハンマが発生することを防止することができ
る。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図示例と共に説明する。
図１及び図２は給水設備を実施する形態の一例で、立て向きの給水主管に複数の減圧弁を
設けた減圧弁直列方式の場合を示している。斯かる減圧弁直列方式は高層ビルに適してい
る。図中、１は受水槽、２は受水槽１の上方に設置された高置水槽、３は受水槽１の水を
高置水槽２に揚水するための揚水管、４は揚水管３に設けられた揚水ポンプ、５は高置水
槽２の底面に接続された横引き管、６は立て向きに敷設した給水主管であり、横引き管５
の一端は給水主管６の上端近傍に接続されている。
【００２８】
７は給水主管６の立て方向へ所定の間隔で、建物の階層に対応して接続された複数の給水
管であり、給水管７には、図示してないが給水のためにフラッシュ弁等のバルブが接続さ
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れている。８ａ，８ｂ，８ｃは所定の上下２本の給水管７の間に位置するよう、給水主管
６の中途部に接続された複数の減圧弁、９ａ，９ｂ，９ｃ，１０ａ，１０ｂ，１０ｃは減
圧弁８を挟んで対向するよう、所定の上下２本の給水管７の間において給水主管６に接続
されたショックアブソーバである。
【００２９】
減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃは図５～図７の減圧弁ｇと同一構造で従来周知のものであり、二
次側の水圧が設定圧力になるよう予めばね力が調整されている。
【００３０】
又、ショックアブソーバ９ａ，９ｂ，９ｃ，１０ａ，１０ｂ，１０ｃも従来周知の構造の
もので、例えばケーシング内部に収納したゴム袋内にプレチャージ空気が封入されたエア
バッグ型等がある。ケーシング内部には、給水主管６からの水を蓄え得るようになってお
り、且つ、ケーシングからは蓄えられた水を封入されたガスの圧力により給水主管６内に
導入し得るようになっている。
【００３１】
而して、給水時におけるフラッシュ弁等のバルブの急開時には、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃ
に作動遅れがあり、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側に水柱分離現象による負圧の空間が
生じようとしても、ショックアブソーバ１０ａ，１０ｂ，１０ｃに蓄えられていた水を二
次側に導入することにより、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側における給水主管６内に水
柱分離現象が生じるのを防止し、ウォータハンマが発生しないようになっている。
【００３２】
又、フラッシュ弁等のバルブの急閉止時には、そのときに生じる水の衝撃圧力をショック
アブソーバ１０ａ，１０ｂ，１０ｃに吸収すると共に、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃが閉止す
るまでに作動遅れがあり、そのときに生じる水の衝撃圧力が減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃを二
次側から一次側に流通した場合に、この流通した水の衝撃圧力をショックアブソーバ９ａ
，９ｂ，９ｃにより吸収し、ウォータハンマを防止し得るようになっている。
【００３３】
更に、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃが開き、給水主管６の減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃよりも上方
の部分を水が流下する場合には、ショックアブソーバ９ａ，９ｂ，９ｃに蓄えられていた
水は、給水主管６に導入されるようになっている。
【００３４】
１１は給水主管６の頂部に接続された給排気弁であり、横引き管５が長い場合に給水管７
に接続されたフラッシュ弁等のバルブが開いた際に、給水主管６の上部に水柱分離現象が
生じることを防いで、高置水槽２からの水が給水主管６内に激しく流下するのを防止し、
ウォータハンマが発生するのを防止し得るようになっている。
【００３５】
給排気弁１１の詳細は図３、図４に示されている。図中、１２は内部が中空のケーシング
であり、ケーシング１２は下端に給水主管６の頂部に対する接続用口１２ａを備えており
、上端部は開放されている。
【００３６】
ケーシング１２内にはコイルばね１３が収納され、コイルばね１３の上端には、ケーシン
グ１２内の上端部に収納されるようにした円板状のばね受け１４が支持されている。ばね
受け１４の外周には、円周方向へ所定の間隔で、ケーシング１２の内周壁に案内されるよ
うにした突出部１４ａが形成されている。而して、ばね受け１４の外周面及び隣合う突出
部１４ａ並びにケーシング１２の内周壁面に包囲された空間により、給気用の空隙１５が
形成されている。
【００３７】
ばね受け１４の上面には円形の凹部１４ｂが形成され、凹部１４ｂには、ばね受け１４の
径方向外方へ向け延在する凹溝１４ｃが連通されている。又、ばね受け１４には上下に貫
通する排気孔１４ｄが穿設され、排気孔１４ｄは凹溝１４ｃに対し開口している。
【００３８】
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ケーシング１２の上端には、ばね受け１４の上面を押え得るよう、上下に貫通する中空筒
状の蓋１６が螺合されており、蓋１６には、９０度エルボ状のキャップ１７が外嵌されて
いる。
【００３９】
ケーシング１２内には、フロート弁１８が収納され、フロート弁１８は、排気孔１４ｄよ
りも僅かにばね受け１４の径方向外方に位置してケーシング１２内へ延在するようばね受
け１４に固設したガイド１９によってガイドされるようになっている。なお、図中、２０
はばね受け１４の上面に当接し得るよう蓋１６のばね受け１４に対する対向面に設けたＯ
リングである。
【００４０】
次に、上記図示例の作動を説明する。
高置水槽２から給水を行う場合には、受水槽１に受水されている水は、予め揚水ポンプ４
により揚水管３を介し高置水槽２に貯留されている。
【００４１】
例えば、給水主管６における最上部の減圧弁８ａよりも上部に接続された所定の給水管７
に設けたフラッシュ弁等のバルブを開くと、水は当該バルブから流出して減圧弁８ａの位
置よりも上の所定の階層で給水が行われる。当該バルブを閉止すると給水は停止される。
【００４２】
給水主管６の減圧弁８ａ，８ｂとの間の部分に接続された所定の給水管７に設けたフラッ
シュ弁等のバルブを開くと、先ず減圧弁８ａの二次側において、水は給水主管６、給水管
７を経て当該フラッシュ弁等のバルブから流出し、減圧弁８ａ，８ｂの間の所定の階層で
給水が開始され、次いで一次側と二次側の圧力差により減圧弁８ａが開いて減圧弁８ａ上
方の給水主管６内の水は減圧弁８ａの一次側から二次側に流下する。
【００４３】
而して、減圧弁８ａの二次側に流下した所定の圧力の水は給水主管６、所定の給水管７を
経てフラッシュ弁等のバルブから流出し、減圧弁８ａ，８ｂの間の所定の階層で給水が行
われる。又、当該バルブを閉止すると、減圧弁８ａは閉止して給水は停止される。
【００４４】
給水主管６の減圧弁８ｂ，８ｃとの間の部分に接続された所定の給水管７に設けたフラッ
シュ弁等のバルブを開くと、先ず減圧弁８ｂの二次側において、水は給水主管６、所定の
給水管７を経て当該フラッシュ弁等のバルブから流出し、給水が開始され、次いで一次側
と二次側の圧力差により減圧弁８ｂが開いて減圧弁８ｂよりも上方の給水主管６内の水は
減圧弁８ｂの一次側から二次側に流下し、続いて一次側と二次側の圧力差により減圧弁８
ａが開いて減圧弁８ａ上方の給水主管６内の水は減圧弁８ａの一次側から二次側に流下し
、更に減圧弁８ｂを一次側から二次側に流下する。
【００４５】
而して、減圧弁８ｂの二次側へ流下した所定の圧力の水は、所定の給水管７を経てフラッ
シュ弁等のバルブから流出し、減圧弁８ｂ，８ｃの間の所定の階層で給水が行われる。又
当該バルブを閉止すると、減圧弁８ｂ，８ａは順次閉止して給水は停止される。
【００４６】
給水主管６の減圧弁８ｃよりも下方の部分に接続された所定の給水管７に設けたフラッシ
ュ弁等のバルブを開くと、先ず減圧弁８ｃの二次側において、水は給水主管６、所定の給
水管７を経て当該フラッシュ弁等のバルブから流出し、給水が開始され、次いで一次側と
二次側の圧力差により減圧弁８ｃが開いて減圧弁８ｃよりも上方の給水主管６内の水は減
圧弁８ｃの一次側から二次側に流下し、続いて一次側と二次側の圧力差により減圧弁８ｂ
が開いて減圧弁８ｂ上方の給水主管６内の水は減圧弁８ｂの一次側から二次側に流下し、
次いで減圧弁８ｃの一次側から二次側に流下し、更に、一次側と二次側の圧力差により減
圧弁８ａが開いて減圧弁８ａ上方の給水主管６内の水は減圧弁８ａの一次側から二次側に
流下し、次いで減圧弁８ｂの一次側から二次側に流下し、続いて減圧弁８ｃの一次側から
二次側に流下する。
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【００４７】
而して減圧弁８ｃの二次側へ流下した所定の圧力の水は、所定の給水管７を経て当該フラ
ッシュ弁等のバルブから流出し、減圧弁８ｃよりも下方の所定の階層で給水が行われる。
又、当該バルブを閉止すると、減圧弁８ｃ，８ｂ，８ａは順次閉止して給水は停止される
。
【００４８】
図１の図示例においては、フラッシュ弁等のバルブを開くことにより、減圧弁８ａ，８ｂ
，８ｃの二次側（図１では減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの下側）において急激に下流へ給水が
行われると、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃが開いて水が流通するまでタイムラグが発生するた
め、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側において給水主管６内に真空の空間が形成される水
柱分離現象が生じようとすることがある。
【００４９】
しかるに、本図示例では、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側にショックアブソーバ１０ａ
，１０ｂ，１０ｃが設けられており、ショックアブソーバ１０ａ，１０ｂ，１０ｃには水
が蓄圧状態で蓄えられているため、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側の水がフラッシュ弁
等のバルブから急激に給水されても、ショックアブソーバ１０ａ，１０ｂ，１０ｃに蓄え
られていた水が減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側に導入され、その結果、減圧弁８ａ，８
ｂ，８ｃの二次側に水柱分離現象が生じることはない。
【００５０】
なお、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃが開いた後は、ショックアブソーバ９ａ，９ｂ，９ｃに蓄
圧されている水も給水主管６へ導入される。
【００５１】
上述のように、減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側には水柱分離現象が生じることがないた
め、フラッシュ弁等のバルブを急開した際に水が高置水槽２内から給水主管６内を経て減
圧弁８ａ，８ｂ，８ｃ側に激しく流下することはない。従って、給水主管６内の水が給水
主管６に激しくぶつかることはなく、ウォータハンマが発生することはない。
【００５２】
フラッシュ弁等のバルブが急閉止された際には減圧弁８ａ，８ｂ，８ｃの二次側において
は、水の衝撃圧力はショックアブソーバ１０ａ，１０ｂ，１０ｃに蓄えられる。又、減圧
弁８ａ，８ｂ，８ｃが閉止するのにタイムラグが発生するため、水の一部は減圧弁８ａ，
８ｂ，８ｃの二次側から一次側に漏出するが、この水の衝撃圧力はショックアブソーバ９
ａ，９ｂ，９ｃに蓄えられる。従って、フラッシュ弁等のバルブの急閉時にもウォータハ
ンマが発生することはない。
【００５３】
又、横引き管５が長いと、フラッシュ弁等のバルブが開かれて高置水槽２から給水が行わ
れる際に、横引き管５内での水の流速と給水主管６内の水の流速の差により給水主管６内
上部に水柱分離現象が生じ、負圧の空間が形成されることがある。而して、この場合には
、図３に示すばね受け１４が、コイルばね１３の抗力に打ち勝ち、外気と負圧の圧力差で
下降し（この場合フロート弁１８もばね受け１４に接触した状態で押されて下降する）、
蓋１６のＯリング２０取り付け面とばね受け１４との間には隙間ができる。
【００５４】
このため、大気は、キャップ１７、蓋１６の中空部、蓋１６のＯリング２０取り付け面と
ばね受け１４との間に形成された隙間、空隙１５を経てケーシング１２内に流入し、水柱
分離現象の生じた空間部に導入されて負圧が解消される。従って、フラッシュ弁等のバル
ブが閉止された場合でも、高置水槽２内の水は急激に横引き管５を経て給水主管６上部の
空気の閉じ込められた空間部に流入することはなく、ゆっくりと流入することになる。こ
のため、横引き管５や給水主管６にウォータハンマが生じることを防止することができる
。
【００５５】
給水主管６の上部及び給排気弁１１のケーシング１２内に空気が流入すると、フロート弁
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り図３の仮想線に示すようにガイド１９の上端を支点として傾き、ばね受け１４下面と、
フロート弁１８上面との間に隙間が形成されて排気孔１４ｄの下端が開口される。従って
、給水主管６上部に閉じ込められた空気は、高置水槽２から除々に流入する水に押され、
ケーシング１２内空間、排気孔１４ｄを経て蓋１６の中空部に排出され、蓋１６からキャ
ップ１７を経て外部へ排出される。
【００５６】
給水主管６上部及びケーシング１２内に高置水槽２からの水が充水されると、フロート弁
１８は浮力により傾斜状態を解除されて図３の実線状態に戻る。従って、フロート弁１８
の上面により排気孔１４ｄは閉止され、給水主管６からの空気抜きは終了する。
【００５７】
なお、本発明の給水設備は、上述の図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００５８】
【発明の効果】
以上、説明したように本発明の請求項１～３記載の給水設備によれば、給水系統にウォー
タハンマが発生するを防止することができ、従って、騒音や振動を防止することができ、
且つ水栓・器具等の使用に支障を来たすことがなく、しかも水栓や弁等の部品が摩耗せず
、部品の寿命が長期化するという優れた効果を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の給水設備の実施の形態の一例の概要を示す側面図である。
【図２】図１の減圧弁及びショックアブソーバの部分の拡大図である。
【図３】図１に示す吸排気弁の詳細図である。
【図４】図３に示す吸排気弁のばね受けの部分の平面図である。
【図５】従来の給水設備の一例の概要を示す側面図である。
【図６】従来の給水設備の他の例の概要を示す側面図である。
【図７】従来の給水設備の更に他の例の概要を示す側面図である。
【符号の説明】
２　高置水槽（水槽）
５　横引き管
６　給水主管
７　給水管
８ａ　　　　減圧弁
８ｂ　　　　減圧弁
８ｃ　　　　減圧弁
９ａ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
９ｂ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
９ｃ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
１０ａ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
１０ｂ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
１０ｃ　　　　ショックアブソーバ（衝撃吸収手段）
１１　吸排気弁
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